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第 1 章 序論 

高齢社会における高齢者の現状 

 現代は高齢社会であるが、わが国では 2007 年に高齢者率が 21%を超え超高

齢社会を迎えた。その後高齢者率は増加し、2016 年 9 月の総務省の報告では、

27.3％となり、過去最高を更新している。男性は人口の 24.3％であるが、女性

は 30.1％となり、高齢者の女性は人口の 3 割を超えたことになる。 

そうした状況の中、元気な高齢者も多く、高齢者を 65 歳からとするのは実情

に合わないとの意見もある。わが国の高齢者の就業率は 2016 年時点で世界主要

７か国と比較しても高く 21.7％と報告されている（平成 28 年版 高齢社会白書 

内閣府）。65 歳以上の高齢者で、まだ仕事を持って働いている人や就業はしてい

ないが何らかの形で社会活動をしている人、地域活動をしている人、ボランテ

ィアをしている人、あるいは趣味、習い事をしているなど、社会活動に参加し

活き活きとした生活を送っている適応的な自立高齢者も多い。 

一方、うつ状態や不安感を呈して精神的に安定した老年期を送ることができ

ない高齢者も少なくないと思われる。平成23年の政府の患者調査による統計で、

うつと判断された患者は 60 代で男性 52 千人、女性 99 千人、70 代では男性 45

千人、女性 93 千人、80 代で男性 13 千人、女性 56 千人となっている。   

生物学的視点からみればやはり老年期は老いるという事実に直面せざるを得

ず自分の人生を振り返りどのように統合するかが課題となると考えられ、それ

を乗り越えることが困難な高齢者も少なくないと考えられる。 

 

第 2 章 研究の意義と目的 

本研究では、生活機能を保ち適応的に社会参加している高齢者いわゆる

shurok の提唱する privileged aged（優秀老人：柴田）を対象に元気な要因を調

査し、適応困難な高齢者の心理的サポートや介入の方法に役立てること目的に

している。 

これまでの研究で、心身の健康には生活満足感や幸福感を含めて自覚的なも

のが大きく影響すると言われている。つまり自分をどう捉えているかという自

己の在り方が大きく影響すると考えられる。 

そこで今回は自己像について調査を行うが、自己像には意識的なものと前意

識あるいは無意識の自己像がある。これらの自己像はどのような成育歴から形

成されるのであろうか。また、この三者はどのように関連しているのかを検討

し、元気に社会参加している高齢者の心理的要因を調査する。 

研究は、はじめに研究 1 として意識的自己像の指標と考えた主観的幸福感尺
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度と無意識の自己像が示されると考えられている投影法心理照テストであるバ

ウムテスト、感情状態を把握するためのうつ尺度（SDS）と不安尺度（STAI）

を実施してその関連を調べた。その上で特徴的な事例について成育歴を詳細に

分析するために交流分析理論の脚本分析を半構造化面接で行った。 

 

第 3 章 研究 

研究１ 

対象は、６５歳以上で、認知症を発症していず、生活機能が保たれており、

何らかの形で社会活動を行っている高齢者 157 名。 

方法は、意識的自己評価を示すものとして主観的幸福感尺度、SDS、STAI、無

意識的自己像を把握するものとしてバウムテストの 4 種類を実施し、それらの

関連を調査した。 

結果、主観的幸福感と SDS,STAI には負の相関があったが、バウムテストとは

相関はみられず、いくつかのパターンがみられた。 

考察として、これは、各テストが把握しようとするものの心理レベルの違い

によるものであると考えられた。 

 

研究２ 

研究１で得られた、意識的自己像と無意識の自己像のいくつかの特徴的なパ

ターンから事例を選定して、それらがどのように形成されたのかを見るため、

成育歴との関連を調べることとした。 

対象は研究１と同様の高齢者の中、了解の得られた 9 名である。方法は、質

的研究としていくつかの事例に半構造化面接によるインタビューを行った。 

この研究では、高齢者がどのような人生を歩んできたのか、どのような自己

像を持っていて、自分の生き方をどう捉えていて、現在の適応状態はどのよう

な要因によるのか、思考・感情の処理、行動（反応）が形成されたプロセスは

どのようなものか等を交流分析の理論を踏まえて把握しようとする。 

 

具体的な方法は、交流分析理論の脚本分析を用いた。脚本分析はライフスト

ーリー研究と同様、ナラティブなものだが、いくつかのキーワード（禁止令、

幼児決断、基本的構え、脚本のパターン等）で焦点を絞って分析していく方法

である。 
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インタビューガイド 

   対象者へのインタビューは、以下のインタビューガイドに沿って行った。 

内容 

  幼児期の禁止令・拮抗禁止令・人生のモットー・座右の銘 

  幼児期の欲求阻害場面での対応の仕方、対応の仕方が変化したか否か、 

変化した場合の時期、きっかけ、現在の対応の仕方 

   老年期の発達課題についての在り方（老いの受容、新しい役割の獲得、 

これまでの人生の受容、死の受容など） 

 

結果 

  9 事例について概観すると、 

   事例 1 は、意識的自己像も無意識的自己像も共にかなり得点が高く、実

生活でも元気で社会活動を行っている。脚本分析によって成育歴を検討し

たところ、マイナスの脚本（敗者の脚本）を形成させるような問題はみら

れなかった。 

   元気な要因としては、物事に対するポジティブな認知スタイルにあると

考えられることと、意識して「上手くやれる」という自信を確認すること

と思われた。 

   事例 2は、意識的には頑張って自己実現している自己像を持っているが、

バウムテストに示された無意識の自己像はかなり未成熟で緊張感があり、

ゆったりした安定感のあるものではなかった。しかし、現在元気に社会参

加していて自分でも満足している要因は何であろうか。無意識として感じ

取っている自己像は恐らく虚勢をはっている緊張感の高い、伸び伸びした

ものではないと推察されるが、それを認めず、状況をはねのけようとする

頑張りであろうと考えられる。 

事例 3 は、意識的には問題なく自己実現していて社会的に勝者の脚本を形

成しているようだが、バウムテストに示された無意識の自己像は自信を持っ

て自己実現したものではなく、常に何かから抑圧され、遠慮して、自分を抑

えていることが推察された。そのため感情の鬱積が考えられるものであり、

高齢期になっても自分らしくは過ごせていないことが考えられた。積極的に

社会活動に従事している要因を考えると、現状の受容であろうか。高齢者の

自分の人生をこれで良かったと思う合理化もあり、思い込みもあるかのかも

知れないが、「結構良かった、大変なことも恵まれていたことの中のことで、

仕方のないこと」と自分で思っているようだ。インタビューの中でもしばし

ば語られたが、幼児期に裏切られた思いが尾を引いているようであったが

「一人で乗り切る」という幼児決断が、頑張って今を保っていると思われた。 
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事例 4 は、バウムテストに示された無意識の自己像にかなり問題があるよ

うであった。自覚的には、問題なく日常生活を元気に過ごしていると思って

いるようだが、実際はいろいろな問題を抱え、我慢している様子がインタビ

ューからも伺えた。友人との付き合いなどは相手に合わせていることもあっ

て表面は問題なく過ごしていると思われる。 

事例 5 は、禁止令が与えられてはいたようだが、それを受け取っていない。

多少、自信のなさや不安感を中に持っていて、意識的自己像や日常の行動か

ら（インタビューの中での生活の仕方についての語りからは積極的でどちら

かというとガンガン行動する）は少し隔たりがあるが、内心は傷つき易くナ

イーブさを持った自己像であることがバウムテストや成育歴から想像され

る。しかし、生来がのん気で雑とのことで余り真剣に深く考え込まないこと

と自分の状態を受容していることが元気でいる要因と考えられる。 

事例 6 は、特に成育上の刺激は良くも悪くもなかったと考えられる。しか

し、愛情欲求が満たされなったことが推察され確固とした自信のある自己像

が描けていない。大きな困難に出会うこともなかったので、深くものごとに

かかわることもなく平凡にそこそこに過ごしてきている。何とか元気でいる

ことの要因は「こんなもんだ」という自己受容、状況の受容あるいは諦観で

あろうか。また、深くものごとに関わらない態度、また、これで良いという

捉え方にあるように思われる。 

 

事例 7 は、禁止令らしきものは認められず、厳しい両親であったようだが、

心の底で愛されているという自信があり、問題にはなっていない。やはり余

り深く考え込まないとのこと。しかし、自己拡大欲求や自己顕示欲がややあ

り自分でもっとこうすればよかったとか、状況が許せばもっと～とかの思い

強く、少し前までは置かれた環境に不満足感も持っていた。高齢になってそ

れを受け入れるようになっている。全体としては問題の無い脚本であるが

「平凡な脚本（勝てない脚本）」の持ち主と言えよう。元気な要因は「こん

なものだろう」という自己受容、状況の受容、諦観であると考えられる。 

事例 8 は、特に目立った禁止令のようなものはなく、拮抗禁止令に従って

真面目に着実に成育してきた事が話された。自覚としては自信を持っていた

面と周囲に依存する面をもっていた。周囲に頼りながらうまくやってこられ

たとのことだが、しっかり向き合わなかったためか表面に出ていない自己像

を感じているようでもあり、少し自己確実感に欠けるのかもしれない。しか

し、自分で満足して元気に過ごしていられるのは、物事に直面しないで、困

ったら避けるという生き方のスタイルによるものではないかと思われる。 

事例 9 は、禁止令はごく弱いものだが、「近づくな」が考えられる。しか
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しそれをはねのけるエネルギーと力があったようで、拮抗禁止令も幼児期は

受け入れながら、そこからも脱出して活動している。かなり人生の生き方と

しては成功しているが、深く考えない、「脳を働かせる前に行動している」

との事が自分でも元気な要因と述べているように物事をじっくり考えて行

動はしていなかったようであり、むしろそれが サバイバルの要因であった

ようである。現在も元気な要因は深く考えない事のようである。 

 

まとめ 

主観的幸福感尺度に見られた意識的自己像及びバウムテストに示された無意

識の自己像と脚本分析による成育歴の三者の関連、および高齢期の現在、元気

で活躍しているあるいは元気にふるまっている要因として考えられることにつ

いてまとめると以下の表のようになる。 

 

事例 意識的自己像 無意識の自己像 成育歴との関連  要因 

１  高い     良好     ◎      認知スタイル 

２  高い     やや不良   ◎      思い込み 

３  普通     やや不良   ◎      諦観・受容 

４  普通     不良     ◎      忍耐 

５  普通     普通     ○      自己受容 

６  普通     不良     〇      状況受容 

７  普通     普通     △      考えない・受容 

８  高い     やや不良   〇      困難回避 

９  高い     不良     〇      考えない 

 

結果を、バウムテストの解釈と成育歴との関連を詳細に検討した。 

インタビューの結果、成育歴上のエピソードと無意識の自己像との関連が明

確に示された。すなわち、成育歴上のエピソードが無意識の自己像の成立に大

きくかかわっていることが示唆された。例えば、脚本分析で明らかになった成

育歴上のポジティブな体験は問題の無い無意識の自己像を示し、高齢者になっ

た現在もより安定した適応的な社会活動につながっているようだが、成育歴上

のネガティブな親子関係が語られた事例では、バウムテストに示された無意識

の自己像は良くないか不良と評価されるものであった。例えば、子供の時に両

親が離婚し、実母において行かれ、継母には全くかまってもらえなかった事例

では、バウムテストでも脚本分析でも愛情飢餓のサインが明確に示されていて、

人を信頼することができず、高齢になっても人と親密に関わることができない

人生脚本を持っている事が示されていた。この事例では、人生や自分あるいは
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他人に対する基本的な考えである「基本的構え」が「自己肯定、他者否定」で

あった。これは自分を守るために「自分は正しい、相手は悪い」という考え方

をみにつけたものと思われた。 

全体としてそれほど悪い描画ではなくともいくつかの問題点が示されるもの

であった。９例の中、脚本分析で明確な禁止令が把握された４例では無意識の

自己像を示すといわれるバウムテストで問題点が見いだされた。無意識の自己

像に何らか問題がある事例では、インタビューの結果を検討すると自己確実感

が無かったり、自信が無かったりする点が見いだされた。 

 

しかし、今回は何らかの形で社会参加している自立高齢者が対象であり、当

初の予想と異なり、脚本分析による問題点と無意識の自己像に問題が見いださ

れても、自覚している意識的自己像は悪いものではなかった。 

これについては、高齢者が自分の人生を振り返って「そう悪いものではなか

った」と思いたい、合理化や思い込みによるものあるいは、状況受容や諦観に

よるものではないかと考えられた。 

したがって、当初予想したよりは、一見元気に社会参加している高齢者でも

無意識の自己像に問題があるケースが少なくないということが推察されたが、

無意識の自己像に大きな問題が示されていない場合は、実際には無意識の自己

像が現在の日常にそれほど大きく影響しないのかもしれない。日常生活で元気

に活動するにはむしろ、意識的に思い込むことやポジティブな認知が重要であ

ることが示唆された。 

無意識の自己像に大きな問題があった事例においては、元気にふるまってい

るようだが、実際は日常生活でかなり問題があるようであった。このような事

例については対象者が希望すれば脚本の書き換え等が必要であろうと考えられ

た。今回の対象者では、無意識の自己像を表すバウムテストやインタビューに

よる脚本分析で大きな問題を示したのは１事例のみであった。この事例でも自

覚的には問題はないとしていた。 

 

考察 

今回、対象とした元気に社会活動を行っている事例では、そうした無意識の

自己像が悪い・良くない場合でも自覚的には元気で自己実現している、生き方

に満足しているという主観的幸福感が高得点を示していた。 

その要因は何であるのかを詳細にインタビュー結果を他の情報も加えて検討

してみると、無意識の自己像が悪い場合は実際はかなり無理をしていたり、抑

圧感を感じていたりするということがみられたが、概ね、「仕方がないこと」「こ

んなもの」といった諦めか状況受容、自己受容、あるいは年齢による「自分の
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人生をだめだったと思いたくない」合理化の規制が働いていたことが推察され

た。 

すなわち、無意識の自己像は本質的には、心の本当の安定感や自尊感情、自

信等に影響を与えていると思われるが、実際の日常生活では、自分が「どう思

いこむ」かという意識的自己像と関連しているようであった。 

 

今回は社会参加している自立高齢者が対象であったが、今後の課題として

何らかの不適応感を持っていたり不適応症状を呈している高齢者を対象に

バウムテストを実施し、無意識の自己像に大きな問題がない場合には物事の

とらえ方を変容させるような支援を行い、大きな問題が示された場合には脚

本分析を行い脚本の書き換えを考慮する支援も必要ではないかと考えられ

た。 
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